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JA北ひびき和寒基幹支所

○ 葉面散布

○ 土壌混和

～ 埴壌土

～ ビート

～ ６月２２日 ～ ７月２５日 ～ １０月２４日

～ 畦幅60㎝×株間45㎝ 3,703株/10a当たり

（（（（１１１１））））土壌診断結果土壌診断結果土壌診断結果土壌診断結果 （mg/100g）

（（（（２２２２））））土改資材土改資材土改資材土改資材とととと堆肥 堆肥 堆肥 堆肥 （kg/10a)

～ 100kg ～ 2,000kg

（（（（３３３３））））施肥内容施肥内容施肥内容施肥内容 （kg/10a）

A ～ ７月１５日 全層施肥

B ～ ７月１５日 全層施肥

（（（（４４４４））））肥料肥料肥料肥料のののの要素量要素量要素量要素量 （kg/10a）

A

B

C

～ 総重量・調整重

～ しまり・糖度（Brix）

～ １０月２４日（収穫時）・１月１６日・２月１日
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ＢＢＳＢＢＳＢＢＳＢＢＳ６１１６１１６１１６１１ＬＬＬＬ （Ｎ １６．０％）

ケイケイケイケイ酸加里酸加里酸加里酸加里 （Ｓｉｏ ５０．０％） 片倉片倉片倉片倉ＳＳＳＳ４１０４１０４１０４１０

硫酸硫酸硫酸硫酸カルシウムカルシウムカルシウムカルシウム （ ＣａＳｏ４ ）

（Ｃａ ４２．０％） カカカカルルルルククククロロロロンンンン （Ｃａ ７２．０％） アアアア ミミミミ リリリリ ンンンン 特特特特 号号号号 （Ｎ ５．１％）

（Ｎ ２０．０％） （Ｎ １４．０％）硝酸硝酸硝酸硝酸カルシウムカルシウムカルシウムカルシウム

冬冬冬冬 駒駒駒駒 （タキイ）

和寒町蔬菜組合連合会キャベツ部会

1111　　　　供試品種供試品種供試品種供試品種・・・・資材資材資材資材

品 種

アアアアルルルル ギギギギッッッットトトト （N ８．０％）

石石石石 灰灰灰灰 窒窒窒窒 素素素素

試試試試 験験験験 課課課課 題題題題 名名名名 枯枯枯枯れれれれ葉対策試験葉対策試験葉対策試験葉対策試験

目目目目 的的的的 枯枯枯枯れれれれ葉発生葉発生葉発生葉発生のののの回避対策回避対策回避対策回避対策についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする

期待される成果 枯れ葉発生のメカニズム（要因）を特定することにより、回避栽培技術の確率と

連 携 機 関 上川農業改良普及センター士別支所

作付け体系の普及が図られる

枯 れ 葉 調 査

pHpHpHpH

資 材

栽 植 密 度

3333　　　　土壌診断結果土壌診断結果土壌診断結果土壌診断結果とととと施肥量施肥量施肥量施肥量

2222　　　　耕種概要耕種概要耕種概要耕種概要

スススス イイイイ カカカカ ルルルル

6.16.16.16.1 0.0420.0420.0420.042

4444　　　　調査項目調査項目調査項目調査項目

BBBB
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1,000倍

200倍 ８月３１日 ９月　６日 ９月１２日

500倍 ９月２１日 ９月２７日 １０月　４日

500倍 １０月１０日 １０月１６日 の８回

BBSBBSBBSBBS６１１６１１６１１６１１ＬＬＬＬ 試験肥料試験肥料試験肥料試験肥料 ＮＫ２０ 試験肥料

①①①①石灰窒素石灰窒素石灰窒素石灰窒素(基肥) 40.0kg 16.516.516.516.5 8.08.08.08.0 － －

②②②②石灰窒素石灰窒素石灰窒素石灰窒素(分肥) 40.0kg 16.516.516.516.5 －－－－ － 8.0

③③③③硝酸硝酸硝酸硝酸カルシウムカルシウムカルシウムカルシウム 57.2kg 16.516.516.516.5 8.08.08.08.0 － －

④④④④硫酸硫酸硫酸硫酸カルシウムカルシウムカルシウムカルシウム 100.0kg 16.516.516.516.5 －－－－ 8.0 －

⑤⑤⑤⑤ケイケイケイケイ酸加里酸加里酸加里酸加里 60.0kg 16.516.516.516.5 －－－－ 8.0 －

⑥⑥⑥⑥片倉片倉片倉片倉ＳＳＳＳ４１０４１０４１０４１０ 175.0kg ---- 24.524.524.524.5 － －

⑦⑦⑦⑦北北北北のののの八光八光八光八光 200.0kg 16.516.516.516.5 8.08.08.08.0 － －

⑧⑧⑧⑧ＢＢＳＢＢＳＢＢＳＢＢＳ６１１６１１６１１６１１LLLL 153.1kg 24.524.524.524.5 －－－－ － －

総重（kg/球） 調整重（kg/球） しまり 糖度 枯枯枯枯れれれれ葉葉葉葉 糖度 枯枯枯枯れれれれ葉葉葉葉 糖度 枯枯枯枯れれれれ葉葉葉葉

2.6 1.5 3 8.1 0000 8.3 0000 8.4 0000

2.9 1.7 3 6.3 0000 8.1 0000 8.2 0000

2.3 1.4 3 6.2 0000 8.0 0000 7.6 0000

2.5 1.4 3 7.2 0000 7.8 0000 8.6 1111

2.6 1.5 3 7.0 0000 8.2 1111 8.1 0000

2.5 1.5 4 6.0 0000 8.1 1111 8.2 1111

2.7 1.6 3 6.4 0000 8.3 1111 8.6 0000

2.3 1.5 3 6.0 0000 8.0 0000 8.5 0000

2.5 1.7 4 6.6 0000 8.0 0000 8.3 0000

2.5 1.6 4 6.0 0000 8.0 0000 8.4 0000

2.2 1.5 3 6.2 0000 7.9 0000 8.3 0000

3.1 1.8 4 6.3 0000 7.8 0000 7.4 0000

⑪⑪⑪⑪スイカルスイカルスイカルスイカル

⑫⑫⑫⑫アルギットアルギットアルギットアルギット

結球のしまり(良5～不良1) 枯れ葉(多3～少1～無0)

⑦⑦⑦⑦北北北北のののの八光八光八光八光　　　　

⑧⑧⑧⑧ＢＢＳＢＢＳＢＢＳＢＢＳ６１１６１１６１１６１１LLLL

⑨⑨⑨⑨アミリンアミリンアミリンアミリン特号特号特号特号

⑩⑩⑩⑩カルクロンカルクロンカルクロンカルクロン

③③③③硝酸硝酸硝酸硝酸カルシウムカルシウムカルシウムカルシウム

④④④④硫酸硫酸硫酸硫酸カルシウムカルシウムカルシウムカルシウム

⑤⑤⑤⑤ケイケイケイケイ酸加里酸加里酸加里酸加里

⑥⑥⑥⑥片倉片倉片倉片倉ＳＳＳＳ４１０ ４１０ ４１０ ４１０ 

２２２２月月月月１１１１日日日日

資材

①①①①石灰窒素石灰窒素石灰窒素石灰窒素(基肥)

②②②②石灰窒素石灰窒素石灰窒素石灰窒素(分肥)

6666　　　　収量収量収量収量・・・・枯枯枯枯れれれれ葉調査葉調査葉調査葉調査

項目 １０１０１０１０月月月月２４２４２４２４日日日日 １１１１月月月月１６１６１６１６日日日日

24.5kg24.5kg24.5kg24.5kg ７月１５日

24.5kg24.5kg24.5kg24.5kg ７月１５日

24.5kg24.5kg24.5kg24.5kg ８月３１日

24.5kg24.5kg24.5kg24.5kg ７月１５日

24.5kg24.5kg24.5kg24.5kg ７月１５日

24.5kg24.5kg24.5kg24.5kg ８月３１日

24.5kg24.5kg24.5kg24.5kg ７月１５日

24.5kg24.5kg24.5kg24.5kg ８月３１日

試　験　使　用　肥　料 要　　　素　　　量　　　（窒素の内訳）

試験資材　散布月日
資　材　名 資材量 Ｔ－ＮＴ－ＮＴ－ＮＴ－Ｎ

基基基基　　　　　　　　肥肥肥肥 分分分分　　　　　　　　肥肥肥肥

　②カルクロン区

　③アミリン特号区

　④アルギット

（（（（2222）　）　）　）　土壌混和土壌混和土壌混和土壌混和のののの内容内容内容内容

5555　　　　試験方法試験方法試験方法試験方法

（（（（1111）　）　）　）　葉面散布資材葉面散布資材葉面散布資材葉面散布資材のののの内容内容内容内容

　①スイカル区 散 布 時 期 散 布 時 期 散 布 時 期 散 布 時 期 は は は は 各 区 共 通各 区 共 通各 区 共 通各 区 共 通



　8月  9日 1,000倍 　7月26日 100倍

　8月31日 1,000倍 　8月  9日 1,000倍

　9月11日 2,000倍 　8月18日 1,000倍

　9月27日 1,000倍 　8月31日 1,000倍

　9月11日 2,000倍

　9月27日 1,000倍

（（（（３３３３））））考察考察考察考察

（（（（２２２２））））収量調査結果収量調査結果収量調査結果収量調査結果

（（（（１１１１））））育苗育苗育苗育苗とととと試験方法試験方法試験方法試験方法

①①①①

②②②②

③③③③

④④④④

①①①①

②②②②

③③③③

収穫時には葉面散布試験区と土壌混和資材試験区ともに枯れ葉の発生はなかったが、１月

１６日調査と雪中貯蔵で収穫後１００日目の２月２日調査では一部に枯れ葉の発生があった。

平成１７年度と比較すると１８年度の枯れ葉発生率は30%程度であった。１７年度の平均球重

は2.31kgと大きく、１８年度の平均球重は1.56kgでやや小球傾向である。ここ３年間の枯葉対策

試験の中では葉面散布区が平均的に発生頻度が少ない傾向にあるので、次年度も継続的に

検討する。

7777　　　　病害虫防除履歴病害虫防除履歴病害虫防除履歴病害虫防除履歴

　　 ﾀﾞｺﾆｰﾙ水和剤

初期生育は各区とも良く、大きな生育差は見られなかった。１０月２４日収穫時調査の調整重

量は葉面散布試験では１２区のアルギットが球当り1.8kg、10a当たり収量6,665kg、土壌混和試

験では２区の石灰窒素（分肥）がやや良好であり、10a当たり6,295kgという調査結果となった。

　しまり（良5～不1）は、片倉S４１０、アミリン特号、カルクロン、アルギット区が４と良好であった。

糖度は１０月２４日の調査結果、１区の石灰窒素（基肥）区が糖度8.1と最も高く、つづいて４区

の7.2、５区7.0となった。雪中貯蔵後１月１６日調査では１区・７区が8.3と高く、全１２区の平均糖

度が8.0で、収穫時の平均糖度6.5に対して1.5の上昇がみられ、更に２月１日調査でも平均8.2

でわずかであるが上昇が続いていた。

　枯れ葉の状況については、１０月２４日の収穫時には各区とも発生がなかった。

１月１６日の調査では５区のケイ酸加里区と６区の片倉Ｓ４１０、７区の北の八光が１（多3～少1

～無0）の枯れ葉発生が確認され、その後も雪中貯蔵を続け、２月２日調査では４区の硫酸カ

ルシウムと６区の片倉Ｓ４１０が１（多3～少1～無0）の発生が確認された。

8888　　　　試験概要試験概要試験概要試験概要

育苗は６月２２日に１２８穴セル成型トレーに播種を行なった。育苗土はプラグエースを使用

し、７月２５日に定植を実施した。

８区試験のT-N要素量は24.5kg、現物肥料でＢＢＳ６１１Ｌを153.1kg/10aが施肥基準である。

葉面散布の９～１２区は８区の基準に基づき施用した。

土壌混和試験の１区・３区・７区は基肥でＢＢＳ６１１Ｌ肥料をＮ要素量で16.5kgと、各種試験資

材でＮ要素量8.0kg、T-Nで24.5kg、また６区の片倉Ｓ４１０も全量基肥で７月１５日に施用した。

土壌混和試験の２区・４区・５区は基肥でＢＢＳ６１１Ｌ肥料をＮ要素量で16.5kgを施用、分肥と

して８月１３日に２区の石灰窒素をＮ要素量で8.0kg、４区・５区については試験資材とＮＫ２０の

肥料（Ｎ要素量8.0kg）を混用して８月３１日に施用した。

　　 ｽﾐﾚｯｸｽ水和剤

　　　　ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤

　　　　ﾓｽﾋﾟﾗﾝ水溶剤

殺菌剤

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤

　　 ｽﾀｰﾅ水和剤

　　　　ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤

殺虫剤

ｵﾝｺﾙﾏｲｸﾛｶﾌﾟｾﾙ

　　　　ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤

　　　　ﾓｽﾋﾟﾗﾝ水溶剤


